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　安楽死法 2 条における相当の注意基準 a 項は、患者の自発的で熟慮された要請
について言及している。同法は、要請が、口頭による要請と同様に、リヴィン
グ・ウィルの形式での書面による要請であってもよいことを認める（安楽死法 2
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オランダ医師会提供の研修コースである。SCEN の医師は、概して、相当の注意基準 e 項
でいうところの医師として行為する。
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授のペーター・タック（Peter J. P. Tak）教授から、2016年 2 月19日付で送られて
きたオランダの安楽死に関する最新動向を伝える未公表の論文（原題は、Peter J. 





















（原題は、Peter J. p. Tak, Completed life and euthanasia）も送っていただいてい
るが、これについては、別の機会に近々翻訳して公表予定である（甲斐克則＝磯原
理子訳として、刑事法ジャーナル50号（2016年）掲載予定）。併せて参照されたい。
 〔甲斐克則・記〕
